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初夏から秋まで、なにかと迷惑なハエ。ハエ対策は発生してからでは遅すぎます。

ハエは、モトから絶たなきゃダメ！それには今からの対策が重要です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご不明な点は家畜保健衛生所へお問い合わせください。（担当：環境指導課） 

 

長 野 家 畜 保 健 衛 生 所 

北 信 家 畜 畜 産 物 衛 生 指 導 協 会 

〒380-0944 長野市安茂里米村1993 

Tel 026-226-0923 Facs.026-227-2665 

E-mail:nagakachiku@pref.nagano.lg.jp  

 

平成 28 年(2016)年 2 月 23 日 

H27-13 

モトから絶つ！  

消毒は伝染病予防の第一歩 
まずは踏み込み消毒槽を畜舎に置きましょう 

 
 

 
◆◇「オール信州」宣言 ◇◆ 

私たちは「長野県人口定着・ 

確かな暮らし実現総合戦略」の 

実現に取り組んでいます。 

【ハエの種類】  畜舎で問題となるハエは、主にイエバエとサシバエの２種類です。 

 イエバエ サシバエ 

特 徴 全畜種で見られる 主に牛舎で見られる 

食 性 雑食性：糞、腐敗物など 動物の血液（特に牛を好む） 

発生源 有機物の多い場所（床、堆肥場など） 掃除がされず長く糞などがある場所 

産卵数 ５０-１００個（４～６回産卵） ３００-８００個（３～４回産卵） 

 

 

 幼虫の段階で数を増やさないことが対策の最も重要なポイントです。 
・糞尿は定期的に除去 

・堆肥は十分に発酵（47℃以上で死滅） 

・IGR 剤や殺虫剤で幼虫を殺虫 

 

 

【その他の対策】 
 ・成虫対策には、殺虫剤の直接散布や誘引殺虫剤を使用 

 ・畜舎内外を移動するサシバエには、防虫ネットも効果的と言われています 

卵や幼虫を発育させない 

などが発生源 

（幼虫は清掃しにくく牛に踏まれないところにいます） 

 

（昆虫発育抑制剤： ）  

通年で IGR 剤を 2 週間隔で散布し、ハエの大量発生をゼロにした事例があります 

参考：兵庫県立農林水産技術総合センター 
http://hyogo-nourinsuisangc.jp/19-kenkyu/23/kenkyu-2306_1.html 

写真：wikipedia より 

 

とがった口器が特徴 


